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ピアノ演奏＋朗読＋シャンソン、華の共演（生駒市・文化ホールで） 

≪フランス・アラカルト≫ Renouvelée! 
趣向を新たにした奈良日仏協会主催の「フランス・アラカルト」。今年度第3 回（通算119 回）イベントが、6 月 25 日午後、生駒市

コミュニティセンター文化ホールで開催されました。その名も『フランス音楽と詩の華々』、シャンソンと詩とピアノ名曲のコラボレーシ

ョンです。出演者は、今井恵理さん（ピアノ）、杉本和子さん（詩の朗読）、そして梨里香さん（シャンソン）でした。 

三野博司会長による開会のご挨拶では、ポール・ヴェルレーヌの「詩法」冒頭の「De la musique encore et toujours ! 楽の音を、

さらにいつまでも！」を引用しつつ、フランス詩における音調、韻律、諧調などの音楽性の重要さに触れ、さらにフランス歌曲は詩が

本来もつ音楽性を尊重して作曲されていること、そして詩と音楽がつねに精妙な調和を保っている、との

奥深いお話し。フランスの詩と音楽の関係を垣間見ることができました。続いて登壇された山下真生駒市

長は、ご自身のフランス文学との関係やフランス音楽愛好の自己紹介のあと、奈良日仏協会を極めて好

意的にご紹介いただき、さらには入会の勧誘までしてくださり、まことに有難いご挨拶でした。 

いよいよ公演の始まりです。第1部は、今井恵理さんによる

ピアノ演奏。曲目は、ショパンの「ノクターン第1番・第2番」、ドビュッシーの「月の光」、

「亜麻色の髪の乙女」、ラヴェルの「亡き王女のためのパヴァーヌ」、そしてプーランク

の「愛の小径」となじみのあるものばかり。若い演奏家らしく歯切れの良い、かつ感性

豊かな演奏に聴衆はうっとりとして聴き入りました。 

次いで第 2 部は、杉本和子さんによるフランスの詩（日本語訳）の朗読。ヴェルレー

ヌの「それは恍惚」、「都に雨の降る如く」、「月の光」などに続いてボードレールの「夕

暮れのハーモニー」、「旅への誘い」。これらはドビュッシー、フォーレ、デュパルクなど

の作曲になる歌曲になっていますが、今回は歌曲として歌うのではなく、日本語訳で

朗読して、そこに今井さん演奏による歌曲のピアノ伴奏をつけるという、まったく独創的な試みでした。美しい言葉が脳裏に作り出す

情景に、ピアノ曲が彩りを加え、不思議なイメージの世界に聴き手をいざなってくれました。 

そして第3 部は、梨里香さんのシャンソン。これも今井さんのピアノ伴奏で、Sous le Ciel de Paris のイントロに乗って歌手登場。

語りを挟みながら La Mer, Le Parapluie, Une belle Histoire, Les Parapluies de Cherbourg, Si tu tõimagines..., そして

Hanamizuki が歌われました。最後の曲は、日本語をご自身でフランス語に訳した歌詞でも披露。いつもながら（歌詞の深い理解

があればこそ）情感をこめて、気持ちよさそうに歌う梨里香さんでした。 

最後の花束贈呈では、何と舞台に飾られた装花がそのまま三つのブーケに変身。客席から思わず笑い声がこぼれました。 

残念ながら、紙面ではこれらピアノ演奏、語り、シャンソンの美しさ・素晴らしさを十分お伝え

することはできません。参加した方々だけが味わえた至福のひと時でした。 

なお、参加者は約140名。フランス・アラカルトとして異例の規模です。見事なパーフォー

マンスをされた今井さん、杉本さん、梨里香さん（中辻純子理事）は勿論のこと、運営委員長

の仲井秀昭理事はじめ、運営委員＝実行スタッフの藤本美智子さん、向井佳代子さん、高

島真貴子さん、古森和江さん、堤昇子さん達の献身的努力に支えられて本イベントを成功

裏に終えることができました。  

Félicitations!  Merci beaucoup !  そして、ご苦労様でした。     （濱惠介） 

       ⌂⅜╠⁸ │ ┼ ↕╣╕⇔√⁹  
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報告 ≪Le 14 juillet≫ à Kyoto  
  2014 年、フランスの国祭日(こくさいじつ=日本名パリ祭) (Fête nationale) を祝うレセプションは、革

命記念日当日 7 月 14 日（月）、在京都フランス総領事館（アンスティチュ・フランセ京都）において開催さ

れ、奈良日仏協会からは、三野（会長）および野島副会長が出席し、総領事および愛媛や福井の日仏協

会代表者と懇談する機会を得ました。 

  2013 年秋に就任されたCharles-Henri Brosseau 総領事が主催する最初の会であり、これまで夕

刻、アペリティフ・タイムからのレセプションが、今年は正午からの開始となりました。 各界からの出席者

100 名を前にして、総領事は、冒頭あいさつにおいて、今こそ日仏の連携強化の気運が高まっているとき

であることを力説されました。続いて、今年からの新しい趣向として、日仏の少年少女たちによる両国歌の

斉唱が行われ(写真右)、一層の友好ムードを盛り上げました。        （三野記） 
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  ヴィクトル・ユゴーは1802年，軍人の子としてブザンソンに生れました。生家は残って

いますが，ヴィクトルの生後すぐに一家はマルセイユへ転居したため，記念館になって

いるわけではありません。向かいには映画の創始者リュミエール兄弟の生家もあります。

その後，ユゴーはパリで教育を受けて，早くから文学に情熱を燃やし，1827 年に発表し

た長大な詩劇『クロムウェル』とその序文がロマン主義の大いなるマニフェストとなり，30

年には戯曲『エルナニ』によってロマン派劇の勝利を確実なものにしました。 

小説に関しては，ユゴーは５作の長編を書いています。インターネットで，フランスのナント大

学公開講座を視聴することができますが，その中にユゴーの小説に関する連続講義があります。

語っているのはアニェス・スピケルさん(写真)。私の友人で，国際カミュ学会の会長ですが，カミ

ュ研究に転ずる前はユゴーの専門家でした。2014 年１月から２月にかけて行われた講義は，１

回 50 分で５回，各回ごとにユゴーの長編小説を一つずつ取り上げています。そのうち『ノートル

=ダム・ド・パリ』だけが刊行年代が早くて1832 年，他の４作は『レ・ミゼラブル』を含めてすべて1860 年以降の刊行です。 

さて『ノートル=ダム・ド・パリ』は，新婚早々で金銭に困っていたユゴーに対して，出版社が金をもうけるなら歴史小説を書くように

と勧めたことが執筆動機の一つでした。ただし，その機会をとらえて，ロマン主義文学運動のリーダーであった彼は，ノートル=ダム

大聖堂を舞台に15 世紀のパリを舞台にロマン主義的歴史小説を書き上げることになります。 

長大なユゴーの小説は本題を離れて脱線することが多いですが，この小説にも「これがあれを滅ぼすだろう」という謎めいた題が

ついている章があります。2011 年にはパリにおいてこの表題で学会が開かれたほどの有名な句ですが，私たちもここで少し脱線し

て，この名句について語りましょう。 

小説の主役はまさにノートル=ダム大聖堂であるといえます

が，その大聖堂司教補佐のクロード=フロロが，テーブルに広

げてあった書物の方へ右手を伸ばし,左手を大聖堂の方へ差

し出して悲しげな目で言う場面があります。 

 「Hélas !  Ceci tuera cela（ああ！ これがあれを滅ぼす

だろう）」 

そのあと，フロロはこんなことばを言い添えます。「恐ろしいこ

とじゃ！ 小さなものが大きなものをうち負かすのだ。［……］ 

Le livre tuera l’édifice！（書物は建築物を滅ぼすことにな

るだろう！）」 

これがどういう意味なのか，次の章において，作者みずから

が長々と説明を展開します。要点をまとめるとこうなります。古代から建築は人間の思想を記録するためのい

ちばん重要で広く用いられた手段でしたが，グーテンベルクが活版印刷を発明して以降，その役割を書物に

譲りつつありました。人間の思想は，永遠に生きるために建築よりもさらにじょうぶで，持ちが良く，容易な手

段を発見したのです。これは歴史上の一大事件でした。「書物は建築物を滅ぼすだろう」という15 世紀のフロ

ロが作中において言ったことばを，19世紀の作者ユゴーが引き取って，いまや印刷術によって建築は死んで

しまったと宣言します。そして21 世紀の私たちは，デジタル革命がこんどは書物の生命を脅かす時代に生き

ているわけであり，このフロロのことばに無関心でいるわけにはいかないでしょう。 

 また，脇道にそれましたが，以下は次号で。 

Quand on voulut le détacher..., il tomba en poussière. 2  

⅝ ∕℮≤∆╢≤ │ ₁⌐ ↑≡⇔╕∫√ 

Ɽꜞₑ1932ה♪הⱶ♄הꜟ♩כₐⱡכ◗ꜚ  

 

東京日仏会館で『星の王子さま』シンポジウム 

◘fi=♥◓☺ꜙⱭꜞ 70 ╩ ⇔≡⁸7 19 ( )15 ⅛╠ 20

╕≢⁸ Ɽꜞ◒ꜝⱩ ─ ⁸ ⌐╟╢ ה

⌐╟╡ ⌐⅔™≡⁸ₐ ─ ↕╕ₑ◦

fiⱳ☺►ⱶ⅜ ↕╣╕⇔√⁹◦ꜗfi♁fi⁸ ⁸ⱷ♇☿כ☺≤☻Ⱨ

⁸♅כ ╛▬ꜝ☻♩─ ⁸∕⇔≡꞉▬fiⱤכ♥▫≤ ╡∞ↄ↕╪─

≢⇔√⅜⁸◦fiⱳ☺►ⱶ≢│ ─╟℮⌐ ╩ ╘ 4 ─ⱤⱠꜞ

☻♩⅜ₐ ─ ↕╕ₑ⌐≈™≡ ╡╕⇔√⁹ 

1) ₈ ─ ↕╕ ₉ ─ ⁸  

2) ₈◘fi=♥◓☺ꜙⱭ  ꜞ ─ ₉ ─  

3) ☿♠◖ ₈ⱪꜞfi☿☻ ₉♫♠ⱷ ─ כ♃כ꜠♩☻ꜝ▬  

4) Muriel Jolivet ⱨꜝfi☻   

ⱤⱠꜞ☻♩ ⁸  

パネリストの田村セツコ氏より三野会長にプレ

ゼントされた「星の王子さま」のイラスト原画 
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バ ス ク 紀行 （最終回）     

 

＜ラ・リューヌ登山＞ 

 サン・セバスティアンを出発して高速で１５分ほど行くと、スペイン領からフランス

に入る。料金所を過ぎるとHendaye という地名になっていた（左の写真は登山

電車、窓ガラスがなくてカーテンのみ）。この日のメインは、La Ryunne 登山。こ

の山は、ピレネー山脈の西方に位置し、42km の斜面をアブト式木製２両編成の

登山電車で時速8km、35 分かけて標高905m まで登る。途中、馬やヤギの放牧など牧歌的風景に見とれる。素晴らしい天候に恵

まれ、頂上からは、ピレネーの山並みが広がり、ビスケ湾、それに沿ったスペイン側、フランス側の街々を見渡せる雄大な眺め！ 

麓の駅トイレに « komunaku »と掲示があり、なるほどバスク語でトイレのことかと納得する。 

＜エスペレット＞ （写真右、壁に干してあるのはトウガラシ） 

 山からおりてEspelette の町のEuzkadi（１９世紀半ばに開業）というレストランで昼食。

ファサードが赤と白の縦縞色のいかにもバスク風の大きなホテルの一階。やや暗いが広く、

お客はかなり立て込んでいた。アントレは川鱒にネギ。メインは仔牛で付け合せがピーマ

ン。テーブルにはお好みで振り掛けられるよう唐辛子の小瓶が置かれてある。うどん屋の

七味みたい。なにしろここは唐辛子の町で、白壁の軒並みに赤黒い唐辛子の吊るし物の

オンパレード。辛味はそれほど強くなく、甘味があって、肉、魚、野菜料理何でも振り掛け

る。唐辛子の瓶詰めや唐辛子入りのチョコレートをお土産に買う。土産物屋は大賑わい。 

＜アイノア＞ 

 暫くバスで田舎道を行くと，『フランスで最も美しい村』の一つAinhoa 村へ立ち寄る。赤と白の縦縞模様の民家が立ち並ぶ様が美

しく可愛らしい。スペインへの巡礼街道沿いにあり、巡礼を迎えることで発達してきた。Lõéglise Notre Dame de lõAssomption（14

世紀）という教会を見学。教会内部にバルコニーがあるのは、この地方独特の様式だとのこと。村の人口増にも教会を増築しなくても

済ませる工夫のようである。 

＜サン・ジャン・ド・リュズ＞ 

 この日の宿泊地サン・ジャン・ド・リュズに着いたら雷雨襲来。まるで昼間の埋め合わせのよう。 

ディナーでバスク料理を味合おうと、タクシーでお目当てのレストランZoko Moko へ。バスク語で「静かな場所」とのこと。まず、グリ

ンピースのスープが出てきた。日本の茶椀のような容器に入っていてスプーンを使わず直接容器から飲むのだそうです。勿論ここ

にも唐辛子が入っていた。メインは「アンコウ」。最後に出たのは、コーヒー茶碗にチョコレートの半球が乗ったもの、（実は空洞のチ

ョコレートの半球殻で）これに熱いエスプレッソを注ぐとチョコレートが溶け落ちて、サプライズ付きデザートだった。 

 翌日はサン・ジャン・ド・リュズの散策。ここは海沿いの小さな町で漁港でもある。夏はヨーロッパ各地から人々が集る観光地となり、

賑やかで人通りも多い。ここのサン・ジャン・ド・バティスト教会はルイ14 世が 1660 年スペイン王女マリー・テレーズと結婚式を挙げ

た教会。老舗ケーキ店のマカロンはこの結婚式の時に配られたものと同じレシピで作られているとか。1884 年に作られた屋内マル

シェはバスクならではの食材がびっしり陳列！ 

＜アリュデュード渓谷とバスク豚＞ 

 アルデユード渓谷は奈良県の山奥を走っているような、切り立った渓谷の山道。そこの地でバスク豚の放牧と生ハムの生産で知ら

れているピエール・オテイザ本社工場を見学。バスク豚の絶滅危機を救ったオテイザ氏から丁寧な説明を受け、生ハムの製造工程

と貯蔵を見学。そのあと放牧場へ向かい、野山に放たれドングリやブナの実を食べて育つ自然放牧の様子を見学。生ハムの味の

秘密はこれかと想った。隣の売店でワインを飲みながらハムなどを試食。残念ながら現地で買っても日本へは持って帰れない。 

昼食はニーヴ川沿いの『バスクの美しい町』サン・テティエンヌ・ド・バイゴリで鱈の料理。各戸の生垣や庭にバラが咲きみだれ、窓辺

には花が咲いていてとても美しい村。 

＜バイヨンヌ＞ 

 バスク文化の中心都市ともいえ、古代ローマ時代には街道筋の町として栄えた。司馬遼太郎の「街道を行く」にも出てくる。今もス

ペインのサンチャゴ・デ・コンポステラへの巡礼路でもあり、ニーヴ川を挟んで、商業地区のグランバイヨンヌと美術館や観光名所の

集るプチ・バイヨンヌの二つの地区から成り立っている。川沿いのバスク博物館ではバスクの歴史と伝統に触れることができる。港町

としても栄え、カカオの輸入地であったためチョコレートで有名。何軒か有名店があり、1854 年の創業当時と同じ製法で作り続けて

いる店では、名物のショコラムース（泡立てたココア）を味わう客で超満員。翌日は、雨も上がり、SNCF のバイヨンヌ駅からTGV で

パリ・モンパルナス駅へ向かった。 
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第 34回 奈良日仏協会シネクラブ例会（6/29）報告 

 

 6 29 ─ │⁸₈ⱨ꜠fi♅הⱵꜙ₉ꜟ◌☺כ ─ 2 ≤⇔≡⁸◒ꜞ☻♩ⱨה○ⱡ꜠ ─ₐ ─№⇔

№≤ (e2011) ╩ ╡ →╕⇔√⁹ │◦ꜗfi♁fi ─ √∟╛⁸ ⅛╠ ↑≈↑≡ↄ∞↕∫√ ⌂≥⁸ כ♥─

ⱴ≤ⱪ꜡◓ꜝⱶ↔≤⌐ ⌂╢ ┬╣─ ⅜№╢─╙⁸ ◦Ⱡ◒ꜝⱩ ─ ⇔╖─ ≈≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

 ─ₐ◦▼ꜟⱩכꜟ─ ₑ─ ⁸ ⌐ⱷ꜡♦▫כ⅜≈↑╠╣≡ ╦╣⁸ ≤ ⇔√ │ ≈╙№╡╕∑

╪≢⇔√⁹∕─√╘⁸ ⌐™ⅎ┌₈Ⱶꜙ₉ꜟ◌☺כ≢│⌂™≤∆╢ ╙№╡╕∆⁹∕╣⌐ ⇔≡ ─a ─№⇔№≤ₑ

│⁸ │≢↑∞fiꜛ◦כ꜠♫╛ ⌐ ↕╣≡™⌂™ ─⅔⅛╣√ ╛ ⅜⁸ ≤│ ⇔√ ⌐╟∫≡

↕╣≡™≡⁸ ⌂Ⱶꜙכ☺◌ꜟ ≤™ⅎ╢≢⇔╞℮⁹≤│™ⅎ⁸╙≤╙≤ ≤⇔≡♦ⱦꜙכ⇔√ ◒ꜞ☻

♩ⱨה○ⱡ꜠─ ⌐│⁸ ─ ≤ ⅜ ∂╠╣╕∆⁹ 

 ₐ ─№⇔№≤ₑ⌐│⁸ ≤ ⁸ ≤ⱷ꜡♦▫כ≤─ ⌐№╢⁸╝╢╛⅛⌂ ⅜╡ │ ╩⁸ ₁─ ⅜

─ ⌐╟∫≡ ™⌂⅜╠⁸ ╩ ™≢™⅛⌂↑╣┌⌂╠⌂™ ⅜№╡╕∆⁹

│⁸ⱨ꜠fi♅הⱳ♇ⱪ☻─ ⌂ⱷ꜡♦▫⁸⌐╙≥≥כ ─│∂╕╡─ ה

ה ┘⅜ ↕╣⁸ ≡™╢ ╙∕─♪◐♪◐ ╩™∫⇔╞⌐ ╦ⅎ⁸ ╙

≢∆⁹∕╣⌐ ⇔≡ │⁸ ≤ ≤─ ⌂ ⁸HIV

─ ⁸ ─₈ ₉≤│≥℮™℮↓≤⌂─⅛⁸ ─₈ ₉≤│ ⅛≤™∫√

™⅛↑⅜ ⌐ ╡ כꜞכ♩☻⁸╣╕ ⅜ ≢ ⅛╡≠╠ↄ⌂╡╕∆⁹╙⇔╙

╩ ─ ─╟℮⌐ ∞↑≢ ↕∑√≤∆╢⌂╠⁸ ⌐ ⌂ ⌐

⌂∫√↓≤≢⇔╞℮⁹ 

 ₈ ₉⅜™⅛⌐ ⅛⁹∕╣│⁸↓─ ⌐ ∆╢○ⱡ꜠ ─ ⅛╠ ℮↓≤⅜≢⅝╕∆⁹₈ │Ⱶꜙכ☺◌

─▫♦ⱷ◖הꜟ ╩ ⇔≡™╕∆⁹∕↓⌐│ ⅝ ╙ ╙ ⇔╕∑╪⁹ ⌂ ⌐╟∫≡ ⌐ ∟√ ₁⅜

╦╣╢⁸∕─╟℮⌂ ⌐ ╣≡™╢─≢∆₉₈Ⱶꜙ⁸≢ꜟ◌☺כ ₁─ ─№╛╩ ⇔≡╖√™≤ ™╕⇔√⁹∕╣

│ 50 ⌐ ┬ ╩ ╗ ≢∆⁹ ⌂ ↑⅜↕╣≡™╕∆⅜⁸ √∟

│ ⇔≡ ⅛⇔↕╩ ╡╕∑╪⁹ ╩ ™⌂ↄ ⅝≡™ↄ∞↑≢∆⁹ ≢ √∟╩

⇔√╡⁸ ⅛⌂ ╩ ≢ ⇔√╡⁸ ─⌂™ ╩ √∟─ ≢≈⅛╙℮≤⇔

≡™╕∆₉⁹ 

 ≢│⁸ ╩ ⇔ ⇔≡ↄ╣╢ ─ ╩ ↑≡⁸ ─ ≤─ ⌂

⌐ ⅝╟℮≤∆╢fl▼ꜝ─ ⅝ ⌐≈™≡⁸ⱨꜝfi☻ ≤ ─ ─ ™

╩⁸ₐ ₑ⌂≥─ ⌐ ╠╣╢ ↑ ─ ─ ╩ ⌐ →≡ ∆╢◖

ⱷfi♩⅜№╡⁸≤≡╙ ↄ ╦╣╕⇔√⁹     

 

◒ꜞ☻♩ⱨה○ⱡ꜠ ─ₐ ─№⇔№≤ₑ⌐⁸ ─ ╩ ╢  

6 ─◦Ⱡ◒ꜝⱩ ≢ₐ ─№⇔№≤ₑ╩ √⁹ⱨꜝfi☻ 2011 ─ ⇔™ ≢№╢⁹ ⌐ ─ Ν

≤™ⅎ∕℮⌂ ™ ⅜ ╪≢™╢⁹ ⅜ ╡ │ ≢ ⅝ ∆⁹₈ⱱ♥ꜟ?₉≤ ⅜ ℮⁹₈ ≢₉≤ ⅜ ℮⁹ⱦ

☺Ⱡ☻│ ⇔√─∞⁹ ⇔ ™√≤↓╤─▪Ɽכ♩─ ⅜ ─ ∞⁹⇔⅛⇔ ⱴ♪꜠⁸╩♯כ ≢№╢♅▼◖

─ ꜘ꜡Ⱶꜟ│ ⇔≡⇔╕℮⁹ │ ⁸ fl▼ꜝ⅜ ╕╣╢⁹ │⁸ ⇔√ fl▼ꜝ─ ⁹ │ ≤

⁸▪ⱷꜞ◌ ─♪ꜝⱴכ⌐ ⅛╣╢⅜⁸ │ ⅜◕▬≢№╢ ╩ ∆╢⁹∕╣≢╙ⱴ♪꜠כ♯│ ┼─ ⌐ ⅝╟

℮≤∆╢⁹ ⌐fl▼ꜝ⅜ ╠ ╩ ∫√─│⁸ ⅜◕▬≢№∫√ ≢│⌂ↄ⁸ ⅜ ™≡⅝√ ⌐ ∆╢

╣⌂™ ⇔╖≢№╡⁸ ╙╣≤│fiכ◦─☻◒♇☿⁹™⌂╣⇔╙⅛─√∫∞↕⇔ ⇔⅛∫√⁹ ╙ ↄ ╣╢ ╙ ─

╙Ν⁹○ⱡ꜠ │⁸ ─ ╩ ה ⌐ ╦╠∏⁸ ╩ ⇔≡ ⇔╟℮≤ ╖√─≢│⌂™∞╤℮⅛  

⌐ ⇔™ ⅜ ╣≡™√⁹Ⱶꜙ⁸╠⅜⌂╡№≢ꜟ◌☺כ ╩ⱴכ♥™ ╪∞ ∞≤ ℮⁹ ⱴ♪꜠כ♯╩◌♩

─⧵fl⁸כ♯♪ה♯כꜞ fl▼ꜝ╩◐▪ꜝהⱴ☻♩꜡ꜘfi♬≤ ─ ≢ ∂≡™╢⁹       

₆ 奈良日仏協会シネクラブからのお知らせ ₇2014 年秋は、ⱨꜝfi♁꞉ה♩ꜞꜙⱨ◊כ ╩ ≢∆⁹ 

─≤↓╤ │⁸10 26 ⌐ₐ ─ ₑ╩ ⇔≡™╕∆⁹╙℮ ╩≥─ ⌐∆╢⅛│╕∞ 

╕∫≡™╕∑╪⁹≤™℮─╙⁸≥╣╩ ╪∞╠™™─⅛ ℮╒≥⌐ ╦™ ™ ⅜ ™⅛╠≢∆⁹╙⇔ ─ 

╖⌂↕╕⅛╠トリュフォー作品ならぜひこれを！ という希望がありましたらお寄せください。『隣の女』は、次号モンナラで 

あらためて案内致します。ご期待ください！ ™ ╦∑  Nasai206@gmail.com   tel. 0743-74-0371 
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121  ≪フランス・アラカルトのご案内≫ 

ᾬ日時：2014 年 9 月 26 日（金）15 時～17 時 

ᾬ会場：「ビストロルノール」TEL&FAX: 0743-75-9555 

（生駒市松美台33-2 ランドヒルパートIV  会場への行き方が分からない方は、 

 近鉄生駒駅中央改札口に 14 時 30 分に集合して下さい。） 

ᾬ会費：1500 円 （グラスワイン一杯 + 数種類のチーズ） 

ᾬ問い合わせと申し込み先：Nasai206@gmail.com （随時受付） 

  Tel & Fax：0743-74-0371 (9 月 1 日から受付)  

 ᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬᾬ 

ᾬ今回のアラカルトは、今年から奈良日仏協会の法人会員になってくださったビストロルノールにて、会員（家族）同士の

懇親会を兼ねての「チーズ試食会」です。シェフの北田さんにはクレールモンフェランのレストランでの修行時代、チーズソ

ムリエの奥様にはその日に賞味するチーズ、さらに三野会長にはクレールモンフェランの留学時代について、それぞれお

話をしていただきながら、参加者同士のざっくばらんなおしゃべりの会にしたいと思います。 

ᾬチーズソムリエの北田由佳さんからのメッセージᾬ 

夫からの影響でワインというお酒のおいしさを知ってしまった私は、必然的にベストパートナーであるチーズに心奪われて

いきました。最初は手探りで「片端から食べてみる」を繰り返し、そのうち自分の好みがわかってきて、気がつけばチーズの

とても奥深く楽しい世界へ入り込んでいました。学んでいくと、チーズにはちょっとしたエピソードがあり、そこには歴史や文

化が絡んだりしているのが、面白いのです。チーズの背景を知れば、より一層チーズを美味しくいただけます。想像の翼を

広げながら、一緒に試食しませんか？ ご参加お待ちしております！ 
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ⱨꜝfi☻─Γ№╢№╢ Δ 

 ⅔ ≤ⱨꜝfi☻⌐ ∆╢ ⌐⌂╢≤⁸╛│╡ ─ ⁹ ™≡

╛ ─ ⁹∕─ ⌐⁸ ⌐│⌂™ⱨꜝfi☻⌂╠≢│─Γ№╢№

╢ Δ─ ⌐⌂╡╕∆⁹↓─ Mon Nara ─ ─ ₁╙⁸Γ∕℮∕℮ Δ

∫≡ ∂╢ ⅜№╢─≢│⌂™≢⇔╞℮⅛⁹ 

 ⅎ┌Ν⁸⅝∫∟╡├∫√╡⌐ ╣≡⇔╕∫≡™╢ ₁ ⌐│

ⅎ╠╣⌂™ↄ╠™⁸▪Ᵽ►♩⌂ ─ ⁹⅔ ⅜ ╟╡╙ ↄ

╕∫√╡⁸ ─ ╙№∫≡⌂™╟℮⌂╙─⁹ ⅜∆↔ↄ

↕ↄ≡⁸ ╘≡™ↄ⅔ │ ≈↑⌐ↄ™⁹ ₁─ ⌂╠ ╩↕↕⌂™⁹

♩▬꜠│ ⅜ ™⁹◌ⱨ▼≢│ ╢ ─כⱥכ◖≡∫╟⌐

⅜ ∫√╡∆╢⁹♥ꜝ☻ ⅜ⱨꜝfi☻ ⌐≤∫≡ ⁹ ─ ⅜

™ ∞™√™ 20 00 ⁹Ɽfi ↕╪≢Ᵽ◕♇♩╩ ℮≤ « Voilà ! » ≤∕─╕╕ ⇔↕╣╢⁹ⱴ◒♪

♫ꜟ♪≢│ⱦכꜟ╙ ╘√╡∆╢⁹™≈≢╙≥↓≢╙  « Bonjour ! »⁸ ⇔≡™╢≤ ⌐ │

ↄ « Putain! Merde. »⁸ↄ⇔╚╖╩∆╢≤ « A tes souhaits. » « A vos souhaits. » ≤ ╦╣╢⁸⌂≥⌂≥≢∆⁹ 

 ≥╣╙ ⌐│ ╖─ ™↓≤┌⅛╡⁹⇔⅛⇔⁸⌂⌐→⌂™ ╛ ⌐↓∕⁸∕─ ─ ╩ ∂╕∆⁹

↓─ ╖⌐│ ↕╣╢ ╙ ™─≢│  −└ⱨꜝfi☻─Γ№╢№╢ Δ╩ ≈↑≡ↄ∞↕™⌡⁹

─Γ№╢№╢ Δ╩ ≈↑╠╣√ │ ╕≢⅔ ╠∑ↄ∞↕™⁹ 

 ∕╣≢│  Bonnes Vacances !         ה  

 

 

 

 

⅔ ╠∑ 8 24 ⌐ ─⅔ ─ ↕╪⌐≡⁸ₒ ╡ₓ⅜ ↕╣╕∆⁹ ▬ⱬfi♩⌐ⱦ

☻♩꜡ꜟⱡכꜟ⅜ ⇔╕∆⁹ ⌐│ ─ ⅜ 10 ↕╣╕∆⁹ ⌐╙ ⇔™▬ⱬfi♩⅜↔↨

™╕∆─≢⁸ ─╖⌂↕╕╙ ┘⌐™╠⇔≡ↄ∞↕™⁹ ─ │⁸11:00 16:00≢∆⁹ 

 ™ ╦∑ 0743-75-9555 

 

♥▬◒▪►♩  ꜟⱩ♪כ○

 

◒꜠ꜟ⸗fiהⱨ▼ꜝfi(Clermont-Ferrand) ꜙ♬ꜟ▼flכ○ ─ ⁸
⁹●ꜞ▪ ⅛╠─ ≢⁸ ⌐│ ╙™ↄ≈⅛№╢

─ ⁹ ─ ⅜ ↕╣√─╙↓↓─ (1095 )⁹Ⱶ◦ꜙ
ꜝfi ─ ⅜№╡⁸╕√ Ɽ☻◌ꜟ─ ≢╙№╢⁹  
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120  ₈ⱨꜝfi☻(7/22)₉♩ꜟ◌ꜝ▪ה  

 7 22 ♄▬♬fi◓₈ ₉≢ ↕╣√▪ꜝ◌ꜟ♩│⁸

─Ⱨ◄הꜟכ꜠♬◄↕╪≤ ─ ↕╪─⅔ ╩◕☻

♩⌐⅔ ⅎ⇔⁸たくさんの写真を見せてもらいながら（プロジェクターで菜宴の

壁に映写）、様々なお話をお聞きしました。とても興味深い内容で、参加者の

みなさんも熱心に耳を傾け、レニエさんに質問し、日仏交流の素晴らしい機会

となりました。 

ₒꜞכꜟ─ ⌐≈™≡ₓ 

 1792 ─  (Siège de Lille) ─ ╩ ∆╢ ─ ⌐

≈ ⁸50 ⌐│ ╣ ≡≡™√⅜ ≢│ ↕╣≡ ╙◦♇◒⌂ ≤⌂∫√♃ⱴⱠ◑  (Place aux 

oignons, ⁸ⱨꜝfi☻ ─ ╩ ꜟכꜞ╢  (Palais des Beaux-Arts)⁸ 9 ⌐ ↕╣≡™

╢ ⌂  Braderie ⁸ ─ │ⱷ♬ꜙכ⅜moules-frites (ⱶכꜟ ─ⱳ♥♩ⱨꜝ▬ ⅎ) ∞↑⌐⌂╢

◌ⱨ▼꜠☻♩ꜝfi Aux Moules⁸ꜞכꜟ─  carbonade flamande ⌂≥─ ⁹ 

ₒꜞכꜟ─  Association Japon & Culture à Lille について】  

 2000 年にレニエさん夫妻と友人ひとりの3 人を発起人として、約50 人の日本語講座の受講生からスタート。はじめは事務局

も日本語講座の講師も、すべてボランティアだったが、年々規模が拡大。4~5 年後に、事務局員や講座講師を雇用して、給料

を支払って運営する形態となる。会員が増えるにつれ活動が多様化。日本語講座の他に、書道講座、折り紙講座、漢字検定、

日本人を親にもつ子供たちに母親と一緒に日本語に触れてもらう会の開催。現地の小・中・高の学校への日本語の出張授業、

日本語や日本文化を紹介する様々な展覧会やサロンへの出展、三味線や琴のコンサートの開催、日本人音楽家が催すコン

サートの広報支援、日本語のロゴを入れたＴシャツや腕時計の販売、200 人以上が集まる大規模なパーティを毎年2 回開催、

日本への観光旅行、会報発行、HP 開設、等 （々写真下）。2011 年には 250 名の会員がいたが、レニエさん夫妻が日本に移

住しリールを去った現在は会員数が半減。それでも活動は今も続いている。 

 

 

ₒꜞכꜟ ≤ ─ ™ₓ 

─ꜟכꜞ  ─ │ 16 30 ╕≢─ ™ ⅜ ≢⁸ ─ 60 ╩ ╘╢⁹ ─ 80 │ manga

┼─ ⁸15 │ ה ה ╡ ─ ┼─ ⁸ ╡ 5 ⅜ ─ ה ה ⌂≥

┼─ ⁹ ⁸ │ ⅜ ≢⁸ ה ה ─ⱨꜝfi☻ ┼─ ⅜ ™⁹manga╙

─└≤≈≢│№╢⅜⁸ ™─ ─ ─№╢ ⅜ ⌂∫≡™╢⁹ ≥ꜟכꜞ⁸ ─ ─ ≢ ∆

╢ ⅜ ≡╣┌™™≤│ ℮⅜⁸ ╛ ─◑ꜗ♇ⱪ⅜№╢─≢╗∏⅛⇔™ ╙№╢⁹ 

ₒⱨꜝfi☻ ≤ ─ ─ ₓ  

 ꜠♬◄↕╪⅜ ⅝⌂ ≤⇔≡ ╪∞Ⱳכ꜠♪כꜟ─ Correspondances ₈ ₉╩ ⁹ ─ ╩

⇔≡™╢꜠♬◄↕╪│⁸ ─ ≤ ⌐ ∫√ ⁸ ≤ ─ ⌐ ⅜ ∂╠╣⁸↓─ ⅜ ™ ⅛

╪∞≤─↓≤⁹ ─ ─ ₈ ─ ⁸≡⇔⌐♪כ꞉כ◐╩₉ ≢ ≢╙№╢ ה ↕╪⌐

╪≢╙╠∫√ ╩⁸ ⅜∕─ ≢ ∏≈ ⁹ ─₈ ─ │ ╡₉─ ⅜⁸Ⱳכ♪

─ꜟכ꜠ ≤╟ↄ ⅝ ∫≡™╢╟℮⌐ ∂╠╣√⁹ 

ₒ ─ ≤ ─ ₓ  

╩ꜟⱩכ♥  ╪≢─ ─ ⌐ ™≡⁸ №┤╣╢ ─╖⌂↕

╪─⅔ ↓↓⌐ ≢⅝⌂™─⅜ ≢∆⅜Ν ╩ ™√ ─

╘ ╡─ ꜟכꜞ⁹₈ ─ ╩ ⅝⁸ ─◑ꜗ♇ⱪ⌐┘∫ↄ╡⇔╕

⇔√⅜⁸√∫√™╕ ─ ─ ─ ╩ ™≡ ™╕⇔√⁹

 ↓℮ ꜟכꜞ ─ ↕⌐ ↑≡™⌂™⁸ ∂꜠ⱬꜟ≢ ≢⅝╢ ₉⁹

⌐⁸ ∞∫√⌐╙ ╦╠∏⅔ ╩ ↑≡ↄ∞↕╡⁸▪ꜝ◌ꜟ♩⌐

╙ ≤⇔≡ ↕╣√₈ ₉─ ↕╪⅜⁸⅔ ─ ≢ ╩⇔≡

ↄ∞↕™╕⇔√⁹         
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─  

 │∂╘╕⇔≡⁹ ⌐ ↕∑≡™√∞⅝╕⇔√⁹ ⅜ⱨꜝfi☻⌐ ╩ ∫√⅝∫⅛↑│ ─ ⁸

≤№╢ⱨꜝfi☻ ╩ √ ⌐₈ ≡ ⌂ ⌂╪∞╤℮ ₉≤⁸ ╩ ↑√↓≤≢⇔√⁹∕─ ⅛╠

₈ │ ↄ ⅛╠⌂™↑≥ ⌂ ₉╩⁸ ≤⅛⇔≡ ∑╢╟℮⌐⌂╡√™≤⁸ ≢ⱨꜝfi☻ ≤ⱨ

ꜝfi☻ ╩ ⇔╕⇔√⁹╕∞ ⌂ ╙╕╕⌂╠⌂™ ≢⁸ ™ ∫√╠ ─ │⁸ ╖╩

⇔≡ ╘≡ⱨꜝfi☻⌐ ⅝╕⇔√⁹ │ⱱכⱶ☻♥▬≢ 2 ⁸

∕↓⅛╠╕∆╕∆ⱨꜝfi☻─ ⌐ ╡≈⅛╣⁸ │ י1ִ י⁸6ִ

Ν≤⁸≥╪≥╪ ⅜ ┘≡™⅝⁸ ⅜ ↑┌ ─Ɽ☻ⱳכ♩│ⱨꜝfi

☻─☻♃fiⱪ≢ ╘ ↄ↕╣≡™╕⇔√⁹ 

 ↄ √ ⱨꜝfi☻≢│⁸♄♬הכⱩכfi─  Bienvenue chez 

les Ch'tis ⌐ ≡ↄ╢╟℮⌂ ⅜№╡⁸ ╣─ ⌂ⱨꜝ

fi☻ ≤™℮╟╡│₈√≥√≥⇔™ ╡₉╩ ⅎ≡ ⇔╕⇔√⁹∕╣

╙℮ ™ ⅜ ∟╕⇔√⅜⁸↓∟╠⌐ ⇔√↓≤╩⅝∫⅛↑⌐⁸

╕√ⱨꜝfi☻⌐≈™≡ ⇔ↄ ≢⅝√╠≤ ™╕∆⁹╟╤⇔ↄ⅔ ™

™√⇔╕∆⁹         

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 ↓─√┘ ⌐ ↕∑≡™√∞⅝╕⇔√⁹ ⁸ ─ ≤⇔≡⁸ ⌐

╩ ⅎ╢ ╩⇔≡™╕∆⁹ ⅜ ╘≡ ─ⱨꜝfi☻ ⌐┤╣√─│⁸ ─♃ⱥ♅≢⇔√⁹

│ⱨꜝfi☻ ─ │ ≢⁸ ≢│╛╗⌂ↄ ≢ ∆≤™℮ ≢⇔√⁹∕─ ⅛╠⁸™≈⅛ⱨ

ꜝfi☻ ⌐ ∆╢≤⅝│ "Bonjour !" ≤⁸ ⌐ ⅎ╢╟℮⌐⌂╡√™≤ ™ ↑≡™╕⇔√⁹ 

 ™ ∑┌ⱨꜝfi☻ ─ ─ │⁸20 ⁸ ⌐ NHKꜝ☺○ ╩ ↄ↓≤⅛╠≢

⇔√⁹∕─ │ ╙ ╙ ≢⁸ⱨꜝfi☻ ╩√∞ ⅝ ∆

∞↑─ ₁⁹™≈⅛╒╪≤℮⌐ⱨꜝfi☻⌐ ↑╢ ⅜ ╢⌂╪≡ ™╙

╟╡╕∑╪≢⇔√⁹≢╙ │ ╣⁸⅔⅛→↕╕≢ │ ⁹ │ ™⁸

≢│ ╣─Ɽꜞ┼ ╙≢⅝╢╟℮⌐⌂╡╕⇔√⁹∕╣⌐≈↑≡╙⁸

╣╢ ⌐Ɽꜞ│ⱨꜝfi☻ ⇔⅛ ╦⌂™ ⁸≤™℮ ╩ ↄ⇔≡™

╕∆⁹∏∫≤ⱨꜝfi☻ ─╕╕≢∆⅜⁸↓╣⅛╠╙ⱨꜝfi☻ ≤

⅛⅛╦∫≡™↑√╠≤ ∫≡™╕∆⁹≥℮∙ ↕╕─↔ ╩╟╤⇔ↄ

⅔ ™™√⇔╕∆⁹         

─ꜟכꜞ ─ ⌐№╢ ⌐ ≈
1792 ─ ─ , 

 

Bienvenue chez les Ch'tis 2008 , 106 , ─ⱨꜝfi☻  
Ἑ♄♬הכⱩכfi ה ⁹2008 ⌐ⱨꜝfi☻≢ ↕╣ ⱥ♇♩⁸ⱨꜝfi☻ ≢│ₐ♃▬♃ 

♬♇◒ₑ─ 2075 ⌐ ← 2048 ─ ╩ ⁹ⱨꜝfi☻─ ≤ ─ ─ ™╛ 

☻♥꜠○♃▬ⱪ ⌂ ╩ ™⌐⇔√◖ⱷ♦▫⁹ 

Ἑ ─ ⱨ▫ꜞ♇ⱪ│ ≢ ⱨꜝfi☻─ Ch'tis ⱦכꜟ─ ≤⇔≡╙ ╠╣ 

╢ ⌐ ↕╣⁸│∂╘│↓─ ─ ╡╛ ╩ ∫≡™√⅜⁸ ─ √∟≤─ ⌐ 

⌂∂╗⌐≈╣≡ ⇔ↄ⌂∫≡ↄ╢⁹Ch'tis─ ╡╛∕↓⅛╠ ↓╢ ⅜ ™╩ ℮⁹ 

Ἑ♄♬הכⱩכfi ∂╢ⱨ▫ꜞ♇ⱪ─ ⌐│⁸ ⱨꜝfi☻ ─ ⅜╟ↄ ↕╣≡™╢⁹ 

« Un étranger qui vient vivre dans le Nord pleure deux fois. Quand il arrive et quand il repart... » 

₈ ⌐╛∫≡ ╢╟∕ │ 2 ↄ⁹ ╘≡ √ ≤↓↓╩ ╢ ⌐Ν₉ 

1 │ ╢│╘⌐⌂∫≡ ⌐ↄ╣≡ ⅝⁸2 │ ₁─ ⌐ ╣≡↓─ ╩ ╡⅜√™ ∟⅛╠ ↄ  

             

Ἑ♄♬הכⱩכfi│ ⅝≢⁸ ─ ⌐╙◖ⱷ♦▫ ─ DVD╩√ↄ↕╪ ∫≡™╕∆⁹ ≡╙⁸⅔ ⅜ ⌐⌂

╢ↄ╠™ ™≢∆⁹Bienvenue chez les Ch'tis│⁸ ⌐ ∆╢─│ ⇔™⅛╙⇔╣╕∑╪⁹ │≢⅝≡╙⁸№─

─♬ꜙ▪fi☻│ ╦╡≠╠™─≢│≤ ∂╕⇔√⁹ ⌐ ☻ⱳ♇♩╙⌂ↄ⁸ ╙⌂™ ⌂─≢∆⅜⁸ ─ ─ ╡⁸

│ ⅛ↄ⁸ │⅔™⇔ↄ⁸╕↕⌐♄♬הכⱩכfi⅜ ∫≡™√ ╡₈ ⌐ √ │ ↄ⁹ ╘≡ √ ╙⌂ↄ

⇔ↄ≡ ⁸∕⇔≡ ╢ ╙∫≤ √ↄ≡ ₉≤™℮ ≢⇔√⁹        
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Mon Nara 
 

◆►Ӳ̝ǮǶ̝ᴣșҹ ǞǭǑȑȅǠƳǑ ȆƲǑᵂֻǢǶʤ ˗ҵᾯȅǮƳ 

◆ ǿǵ Ʋ特に新鮮で多様な話題、ホットなフランス情報などș ǞȅǠƳ ǵ ֻǮ șװ

ҘẀǏǡǲ șẀǏǜǢǭǋǦǧǖǚǯǓǉȑȅǠƳ̝ᴣ ͬ ȉǛ ǖǧǜǋƳ 
ў ֵǶ 9 3 Ǔԍ ў ǮǠƳ 

 

編 集 後 記 ≪日仏文化協力 90周年に思う≫ 

フランスの「国是」とも言える文化外交は久しく以前からのものですが、特に注目すべきは大使などの人事でも「文人」

「芸術家」などを起用し成果が得られてきたことです。今から９０年前の1924 年、詩人・作家であるポール・クローデ

ルが駐日大使の時、実業家の渋沢栄一の尽力を得て東京に「日仏会館」が設立されたのが両国の文化交流の発端

です。芸術ジャンルの文化交流に「食」芸術を加えることも早くから行われていたため、今日、パリで「箸を使って」寿

司は勿論、ラーメン、ソース焼きそばを食べる風景も数多く見受けられます。もう二十数年以前に関西から発信された

ものにポール・ボキューズの提唱した「新」フランス料理(nouvelle cuisine française)があります。これは筆者の知る

限りでは、新鮮な魚肉などをそのままフランス風に仕立て上げたものと理解していました。日本料理は「料理」で、フラ

ンス料理は「料理」だと――これは著名な評論家の言ですが（下線のある方に重点があるという意味）、ボキューズの

主張は「材料」にも「調理」にもこだわったということです。日仏の文化協調がグローバルな潮流を変えることも可能で

あることの一例でしょうか。            （Nakaura） 

 

< 8>                                            JUILLET AOUT  2014          
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⁸☺ꜗⱷ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸  

─ ╩ ╡ ╢ 

1 ⱨꜝfi☻ה▪ꜝ◌ꜟ♩ 5 22  118 ⁸ 

6 25  119 ₈ⱨꜝfi☻ ≤ ─ ₁₉ ◖Ⱶꜙ♬♥▫☿

fi♃הכ ⱱכꜟ ≢  

2 ◦Ⱡ◒ꜝⱩ 6 29  ⁸₈ ─№⇔№≤₉ 

≢  

3 6 8  ─ ⇔≤ ─  

4 ⱨꜝfi☻ ⁸Fête Nationale Française Ɽꜞ  

╒⅛ ⁹ 

─ ה  

1 ⱨꜝfi☻ה▪ꜝ◌ꜟ♩  

7 22  ◕☻♩│Ⱨ◄הꜟכ꜠♬◄↕╪ ה ≢  

9 26 ⱦ☻♩꜡הꜟⱡכ♅⁸≢ꜟכ☼─⅔ ≤ ⁹ ╩ ⁹ 

2 ─  11 ╩ ╛ⱴכ♥⇔ ⌐≈™≡ ⁹ 

3 ⱨꜝfi☻ ●▬♪◒ꜝⱩ ∟ →─ ⁸כ♄כꜞ│ ∏⁹ 

. Mon Nara 

1 20 ─ ⁸ ה ה ─

⁹ 

2 ─ ▪ꜝ◌ꜟ♩ 119 6/25 ─ ╩♩♇ⱪ⌐⁹ 

∕─ כⱣכ◘  ─ ™⁸ ⅝ ─ ⁸

⌂≥⁹ 

 

 

会員通信✉✉✉✉✉ 
2014 5 7 ─

↕╪⁸ ↕╪⁸
↕╪⁸ ↕╪⁸ ↕

╪⁸ ↕╪⁸ ↕╪⁸
↕╪⁹ ⇔™ ⅛⇔™

⅜ ╦∫≡ ┌⇔™⅛⅞╡≢∆⁹↓╣
⅛╠ ─ ─ ⅜ ⅜
∫≡⁸ ─ ─ ⅜ ⅎ╢
≤™™≢∆⌡⁹ 
β ─ ─ ╩⅔ ∑ ↕™⁹ 

Ƽ ὢƽȏȑǑǞȐǢ ƺȯɶȽɨɱȮɵɏɶɄȡɶ ȑȅǠƻ 

↔ ה כꜙ◐ⱬכⱣה הꜟכⱱה ₁⌂ ⌐ ⅝⁸↔ ⌐ ∂ ⌂ 
⅔ ╩↔ ™√⇔╕∆⁹ ╕≢─ ≥◓fiꜞ♃כ◔─≢ ⅎ┌ ⅜ ≢⇔√ 

⅜⁸ │ ╩ ┬⅔ ╣ ⅜כ♄כ○─≤⌂ ⅎ≡╕™╡╕⇔√⁹◖הꜟ▬♃☻☻כ 

Ⱪ♇ⱨ▼ ה ⁸↔ ╩⅔ ⅎ™√∞↑╣┌ ∑─ ⅔ ╡™√⇔╕∆⁹ 

⅔ ≢│ ╩√∫┴╡ ∫√ⱷ♬ꜙכ╩ ╡ ⅎ≡⅔╡╕∆⁹ ─╖⌂↕╕─ 

⅔ ⇔╩⅔ ∟⇔≡⅔╡╕∆⁹ 

19 ⱴꜞ▪♥ꜝ☻ⱦꜟ 2  tel. 0742-26-0835 ↕ↄ╠ ╡  ─ ╢  

כ♄כ○♩☻ꜝ 14:30 ~ 11:00 כ♄כ○♩☻ꜝ─ 21:30 ~ 17:00 ה  

 


